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潟上市市章

１月５日、大寒波による記録的な大雪は、市民生活に大打撃
を与えました。
市民の足となるＪＲ各線は完全に全面ストップし、路線バス
が運休したほか、すり鉢状態になった狭い道幅で車が交差でき
ないなどの混乱が生じました。各家庭では、敷地内の雪よせや
屋根の雪降ろし、トラックによる排雪作業に追われる光景が見
られました。
市豪雪対策本部では、昨年12月24日の大雪以降、連日連夜、
除排雪作業に重機をフル稼動させ、また一人暮らし高齢者宅で
は市職員による除雪作業が続くなど、「市民生活の安全・安心」
の確保に努めています。
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「
市
民
生
活
を
最
優
先
に
対
応
」

潟
上
市
長
　
　
石
　
川
　
光
　
男

（
潟
上
市
豪
雪
対
策
本
部
長
）

市
民
み
な
さ
ま
に
は
、
昨
年
十
二
月
か
ら
の
「
四
八
豪

雪
」
を
上
回
る
と
さ
れ
る
大
雪
に
、
大
変
苦
慮
さ
れ
て
お

り
ま
す
こ
と
を
大
変
申
し
訳
な
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

記
録
的
な
大
雪
は
、
容
赦
な
く
市
民
生
活
を
直
撃
し
て

お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
、
昨
年
十
二
月
二
十
四

日
に
「
潟
上
市
豪
雪
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
昼
夜
を
問

わ
ず
生
活
道
路
等
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
職
員
に
あ
っ
て
は
休
日
返
上
で
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

等
の
除
排
雪
に
懸
命
の
対
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
雪
は
今
後
さ
ら
に
断
続
的
に
続
く
も
の
と

想
定
さ
れ
る
中
で
、
生
活
道
路
を
は
じ
め
、
通
学
路
の
確

保
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
除
排
雪
が
追
い
つ
か
な
い

状
況
に
あ
り
、
火
災
や
緊
急
医
療
等
の
対
応
、
ま
た
、
ご

み
収
集
や
、
水
道
、
生
活
物
資
輸
送
へ
の
影
響
な
ど
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
あ
っ
て
、
先
般
、
緊
急
の
自
治
会

長
会
議
を
開
催
し
、
一
月
十
四
日
と
十
五
日
の
両
日
を

『
潟
上
市
一
斉
除
排
雪
デ
ー
』（
予
備
日
二
十
一
日
）
と
し

て
、
市
民
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
あ
お
い
だ
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

当
初
想
定
し
て
用
意
し
た
除
雪
費
九
、
六
〇
〇
万
円
は

ほ
ぼ
使
い
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
後
、
不
足
す
る

除
雪
費
に
つ
い
て
は
専
決
処
分
（
補
正
予
算
）
を
し
な
が

ら
早
急
に
対
応
し
、
何
を
さ
て
お
い
て
も
市
民
の
生
活
を

最
優
先
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
民
み
な
さ
ま
に
は
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
、

特
段
の
互
助
精
神
の
発
揮
と
ご
理
解
、
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�
１
月
５
日
、
市
内
の
Ｊ
Ｒ
各
駅
は
大
雪
の
た
め
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
。

市
民
の
足
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

�
市
職
員
に
よ
る
除
雪
作
業
が
、
休
日
を
返
上
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

▲連日、運び込まれる排雪で大きな〝雪の山〟が…。

▲狭くなった市道では、ドライバーが
譲り合い慎重な運転に。

�
家
族
総
出
に
よ
る
除
排
雪
作
業
が
続
く
。
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�
排
雪
作
業
を
し
て
い
る
後
か
ら
、
自
分
の
宅
地
内
の
雪
を
道
路
に
捨

て
る
行
為
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
場
合
は
、
排
雪

作
業
を
中
止
し
、
次
の
路
線
を
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
の
で
、

雪
国
に
住
む
住
民
の
マ
ナ
ー
と
し
て
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
家
屋
の
入
り
口
や
車
庫
等
に
除
雪
し
た
雪
が
こ
ぼ
れ
て
「
車
が
出
入

り
で
き
な
い
」
と
い
う
苦
情
も
大
変
多
い
わ
け
で
す
が
、
現
在
の
状

況
下
で
は
直
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
市
民

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
暖
気
に
な
っ
た
時
、屋
根
か
ら
雪
が
落
ち
て
道
路
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。ご
家
庭
で
早
期
の
処
理
及
び
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
排
雪
に
つ
い
て
は
徐
々
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
が
、
除
雪
の
際
、
こ

れ
以
上
雪
を
押
し
て
い
く
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
壊
れ
る
状
況
で
す
。

今
後
、
更
に
降
雪
が
続
く
と
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
危
機
的
状
況
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

�
除
排
雪
に
よ
り
交
差
点
付
近
に
段
差
が
生
じ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
除
雪
車
で
は
対
応
で
き
な
い
状
況
で
す
。
交
通
の
流
れ
を
良
く

し
交
通
安
全
の
た
め
、
地
域
の
自
治
会
や
地
域
住
民
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

�
県
道
の
除
排
雪
に
関
し
ま
し
て
は
、
直
接
、
秋
田
県
に
お
問
い
合
わ

せ
願
い
ま
す
。

秋
田
県
地
域
振
興
局
道
路
環
境
班

�
８
６
０
―
３
４
７
１
・
３
４
７
２

市
で
は
昨
年
十
二
月
二
十
四
日
に
「
豪
雪
対
策
本
部
」
を
設
置
し
て
、

市
関
係
職
員
も
委
託
業
者
も
不
眠
不
休
で
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
委
託
業
者
四
〇
社
・
七
一
台
の
機
械
で
、
除
雪
路

線
五
〇
〇
路
線
、
全
長
三
六
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
一
気
に
完
全
除
雪
す

る
こ
と
は
、
こ
の
雪
の
量
で
は
不
可
能
で
あ
り
ま
す
。

市
民
か
ら
は
「
除
雪
が
悪
い
」「
何
も
除
雪
し
て
く
れ
な
い
」
と
い
う

苦
情
が
殺
到
し
て
お
り
ま
す
が
、
道
路
脇
に
積
ま
れ
た
雪
の
量
が
大
変

多
く
、
排
雪
し
な
け
れ
ば
除
雪
も
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
生
活
道
路
の
車
を
通
す
こ
と
を
第
一
に
優
先
し
て
お
り
、

順
次
排
雪
を
計
画
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、
一
つ
の
路
線
に
一
日
以
上

必
要
で
あ
り
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。
懸
命
の
除
雪

が
追
い
つ
か
な
い
現
状
を
、
ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　  担　当　課 
総務部 
　総務課 
　税務課 
　収納課 
企画部 
　総合政策課 
産業建設部 
　建設課 
 
　産業課 
　都市整備課 
　下水道課 
水道局水道課 
福祉保健部 
　社会福祉課 
　高齢福祉課 
　健康課 
市民生活部 
　市民課 
　生活環境課 
 
 
 
 
　飯田川有線本部 
教育委員会 
　総務学事課 
　生涯学習課 
　幼児教育課 
　スポーツ振興課 
総合窓口センター 
　天　王庁舎  
　昭　和庁舎 
　飯田川庁舎 

電話番号 
 

878-9801 
878-9803 
878-9804 

 
878-9802 

 
855-5118 

 
855-5120 
855-5119 
855-5121 
855-5123 

 
855-5112 
855-5113 
855-5115 

 
877-7808 
877-7802 

 
 
 
 

877-2537 
 

877-7803 
877-7805 
877-7804 
877-7806 

 
878-9806 
855-5110 
877-7800

　　　　　主な問い合わせ内容 
 
国・県への報告・連絡及び応援要請 

被害等の税相談 
 
 
町内会等への伝達、広報等 
 
生活道路の除雪・排雪 
橋粱・河川の氾濫、なだれ等の災害防止 
農業施設等の被害や相談窓口 
市営住宅・公園等の管理 
下水道の管理（凍結等） 
上水道の管理（凍結等） 
 
障害者等の安全確保と啓発 
一人暮らし老人や高齢者等の安全確保と啓発 
幼児、高齢者の健康管理 
 
各証明の発行 
家屋等の倒壊 
　　※罹災証明書発行は各消防署で対応します 

防火施設の確保・交通安全施設 
消防団への応援要請、ゴミ・し尿処理等の対応、 
天王地区の防災無線 
飯田川地区の有線放送 
 
学校等の教育施設 
公民館等の集会施設 ､文化財施設の対応 
幼児教育施設 
スポーツ施設 
 
地域の総合相談窓口  
地域の総合相談窓口 
地域の総合相談窓口 

市では、１月12日、昭和・飯田川・天王地区
で「潟上市緊急自治会長会議」を開催しました。
会議では、はじめに石川市長が「市では昨年

12月24日の大雪以来、24時間体制での除排雪
作業を行っている。これまで経験したことのな
い難問を市民のみなさんと共に乗り越えていき
たい」とあいさつ。
豪雪対策の現況報告の後、協議案件として

「一斉除排雪デーの実施」について意見交換しま
した。一斉除排雪デーを1月14日と15日（予備
日21日）とし、通学路や生活道路などを中心に
市民総出で行うこととしました。また、除雪機
械は各地区の指定業者と連携して実施すること
などを確認し合いました。
過去に例のない記録的な豪雪に見舞われた今

冬。市民生活の安全確保には、市民みなさんの
ご協力が大切です。

緊急自治会長会議
「潟上市一斉除排雪デー」を実施

○ 災害・被害・排雪等の問い合わせ先
潟上市豪雪対策本部（�855-5118）
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■
秋
田
県
知
事
表
彰

有
功
章

天
　
王
支
団
第
12
分
団
　
分
団
長

大
　
貫
　
正
　
男

昭
　
和
支
団
第
８
分
団
　
分
団
長

菅
原
　
紀
右
衛
門

昭
　
和
支
団
第
８
分
団
　
副
分
団
長

菅
　
原
　
清
　
光

昭
　
和
支
団
第
９
分
団
　
副
分
団
長

�
　
橋
　
憲
　
一

飯
田
川
支
団
第
３
分
団
　
分
団
長

門
　
間
　
秀
　
雄

40
年
勤
続
章

天
　
王
　
支
　
団
　
支
団
長

菊
　
地
　
　
　
進

昭
　
和
　
支
　
団
　
支
団
長

菅
　
原
　
純
　
一

35
年
勤
続
章

昭
　
和
支
団
第
６
分
団
　
分
団
長

佐
々
木
　
春
　
行

30
年
勤
続
章

天
　
王
支
団
第
１
分
団
　
分
団
長

畠
　
山
　
源
　
一

天
　
王
支
団
第
１
分
団
　
副
分
団
長

薄
　
田
　
芳
　
則

昭
　
和
支
団
第
１
分
団
　
分
団
長

菅
　
原
　
　
　
隆

昭
　
和
支
団
第
２
分
団
　
副
分
団
長

菅
　
原
　
新
　
六

昭
　
和
支
団
第
11
分
団
　
分
団
長

佐
々
木
　
金
　
明

25
年
勤
続
章

天
　
王
支
団
第
１
分
団
　
団
　
員

加
　
藤
　
　
　
伸

天
　
王
支
団
第
４
分
団
　
分
団
長

菊
　
地
　
啓
　
一

天
　
王
支
団
第
５
分
団
　
分
団
長

三
　
浦
　
俊
　
也

天
　
王
支
団
第
６
分
団
　
副
分
団
長

鈴
　
木
　
菊
　
男

天
　
王
支
団
第
７
分
団
　
分
団
長

石
　
川
　
善
太
郎

天
　
王
支
団
第
８
分
団
　
分
団
長

飯
　
嶋
　
睦
　
夫

天
　
王
支
団
第
10
分
団
　
分
団
長

櫻
　
庭
　
幸
二
郎

天
　
王
支
団
第
11
分
団
　
副
分
団
長

菅
　
生
　
春
　
彦

天
　
王
支
団
第
11
分
団
　
班
　
　
長

菅
　
生
　
正
　
弘

昭
　
和
支
団
第
５
分
団
　
分
団
長

菅
　
原
　
秀
　
一

昭
　
和
支
団
第
７
分
団
　
分
団
長

栗
　
山
　
　
　
仁

20
年
勤
続
章

天
　
王
支
団
第
２
分
団
　
団
　
員

佐
々
木
　
　
　
功

天
　
王
支
団
第
２
分
団
　
団
　
員

戸
　
田
　
治
　
男

天
　
王
支
団
第
４
分
団
　
部
　
長

菊
　
地
　
富
士
男

天
　
王
支
団
第
８
分
団
　
副
分
団
長

佐
々
木
　
　
　
徹

天
　
王
支
団
第
10
分
団
　
班
　
長

澁
　
谷
　
浩
　
和

天
　
王
支
団
第
11
分
団
　
班
　
長

菅
　
生
　
　
　
忠

昭
　
和
支
団
第
２
分
団
　
部
　
長

菅
　
原
　
博
　
巳

昭
　
和
支
団
第
３
分
団

班
　
長

菅
　
原
　
義
　
信

昭
　
和
支
団
第
３
分
団

班
　
長

菅
　
原
　
哲
　
也

昭
　
和
支
団
第
８
分
団

班
　
長

菅
　
原
　
真
　
雄

飯
田
川
支
団
第
２
分
団

班
　
長

菊
　
地
　
　
　
覚

飯
田
川
支
団
第
５
分
団

部
　
長

門
　
間
　
正
　
博

飯
田
川
支
団
第
５
分
団

班
　
長

工
　
藤
　
一
　
男

■
秋
田
県
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章
（
10
年
以
上
）

天
　
王
支
団
第
１
分
団

団
　
員

後
　
藤
　
賢
一
郎

天
　
王
支
団
第
５
分
団

団
　
員

和
　
田
　
稔
　
征

天
　
王
支
団
第
７
分
団

団
　
員

櫻
　
庭
　
秀
　
見

天
　
王
支
団
第
８
分
団

団
　
員

佐
々
木
　
則
　
雄

天
　
王
支
団
第
８
分
団

団
　
員

杉
　
本
　
　
　
亨

天
　
王
支
団
第
９
分
団

団
　
員

中
　
川
　
成
　
味

天
　
王
支
団
第
12
分
団

団
　
員

菅
　
原
　
智
　
幸

昭
　
和
支
団
第
５
分
団

団
　
員

舘
　
岡
　
清
　
規

昭
　
和
支
団
第
５
分
団

団
　
員

菅
　
原
　
　
　
守

昭
　
和
支
団
第
６
分
団

班
　
長

青
　
木
　
初
　
雄

平
成
18
年
出
初
式
表
彰
者

一
月
四
日
、
平
成
十
八
年
潟
上
市
消
防
団
出
初
式
が
、
市
消
防
関

係
者
を
は
じ
め
、
来
賓
多
数
が
参
列
の
も
と
、
天
王
総
合
体
育
館
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
市
内
の
三
十
分
団
か
ら
団
員
三
九
〇
人
が
参
列
し
、
消

防
団
員
一
致
団
結
の
も
と
消
防
・
防
火
体
制
の
確
立
を
新
春
に
誓
い

合
い
ま
し
た
。

潟
上
市
団
旗
と
分
団
旗
の
入
場
で
始
ま
り
、
秋
田
県
知
事
表
彰
な

ど
の
各
表
彰
で
は
、
団
員
の
長
年
に
わ
た
る
功
労
を
称
え
ま
し
た
。

ま
た
、
潟
上
市
長
表
彰
と
し
て
二
人
の
方
に
感
謝
状
授
与
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、
石
川
光
男
市
長
が
「
昨
年
は
新
生
・
潟
上
市
が
誕
生
し
、

同
時
に
潟
上
市
消
防
団
が
組
織
さ
れ
た
。
旧
三
町
の
消
防
団
は
約
半

世
紀
に
わ
た
り
、
各
種
火
災
の
消
火
活
動
に
努
め
、
地
震
や
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
が
発
生
す
る
た
び
に
、
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る

た
め
、
防
火
・
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

先
人
諸
氏
の
方
々
の
精
神
が
脈
々
と
各
団
員
に
受
け
継
が
れ
、
今
日

の
強
固
な
消
防
団
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
て
い
る
も
の
と
推
察
し

て
い
る
。
消
防
団
員
に
は
初
心
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
消
防
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
防
火
・
防
災
思
想
の
高
揚
と
推
進
に
努
め
て
ほ
し

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

来
賓
者
祝
辞
の
後
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
、
飯
田
川
支
団
第
三
分

団
長
の
門
間
秀
雄
氏
が
「
潟
上
市
消
防
団
員
の
志
を
ひ
と
つ
に
し
て
、

消
防
団
と
し
て
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
一
層
の
消
防
技
術
の
鍛
錬
に

努
め
る
こ
と
を
誓
い
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

鎌
田
健
一
消
防
団
長
が
「
新
春
に
あ
た
り
決
意
も
新
た
に
団
結
を

強
固
に
し
、
相
互
連
携
の
も
と
に
消
防
人
た
る
人
格
の
向
上
に
努
め
、

消
防
精
神
の
錬
磨
と
消
防
技
術
の
研
鑽
に
励
み
、
市
民
生
活
の
安
定

と
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
た
い
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
参
列
者
一
同
が
万
歳
三
唱
を
し
、
防
火
・
防
災
活
動
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

�
長
年
の
労
を
称
え
る
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昭
　
和
支
団
第
９
分
団

団
　
員

藤
　
原
　
政
　
春

昭
　
和
支
団
第
11
分
団

団
　
員

大
　
澤
　
　
　
真

飯
田
川
支
団
第
２
分
団

団
　
員

佐
々
木
　
　
　
渉

飯
田
川
支
団
第
３
分
団

団
　
員

門
　
間
　
勝
　
雄

飯
田
川
支
団
第
４
分
団

団
　
員

古
　
戸
　
文
　
明

飯
田
川
支
団
第
４
分
団

団
　
員

宇
　
瀬
　
隆
　
広

飯
田
川
支
団
第
５
分
団

団
　
員

渡
　
会
　
　
　
満

■
秋
田
県
消
防
協
会
男
鹿
南
秋
支
部

長
表
彰

７
年
勤
続
章

天
　
王
支
団
第
５
分
団

団
　
員

三
　
浦
　
　
　
裕

天
　
王
支
団
第
５
分
団

団
　
員

三
　
浦
　
日
出
美

天
　
王
支
団
第
５
分
団

団
　
員

三
　
浦
　
清
　
士

天
　
王
支
団
第
12
分
団

団
　
員

菅
　
原
　
光
　
男

昭
　
和
支
団
第
１
分
団

団
　
員

菅
　
原
　
英
　
人

昭
　
和
支
団
第
９
分
団

団
　
員

相
　
沢
　
　
　
弘

昭
　
和
支
団
第
12
分
団

団
　
員

鈴
　
木
　
　
　
修

昭
　
和
支
団
第
12
分
団

団
　
員

保
　
坂
　
　
　
守

飯
田
川
支
団
第
２
分
団

団
　
員

淡
　
路
　
健
　
悦

飯
田
川
支
団
第
２
分
団

団
　
員

菊
　
地
　
一
　
彦

飯
田
川
支
団
第
３
分
団

団
　
員

門
　
間
　
和
　
人

飯
田
川
支
団
第
４
分
団

団
　
員

宇
　
瀬
　
　
　
順

飯
田
川
支
団
第
５
分
団

団
　
員

伊
　
藤
　
　
　
充

優
良
団
員
表
彰

天
　
王
支
団
第
１
分
団

団
　
員

船
　
木
　
継
　
雄

天
　
王
支
団
第
１
分
団

団
　
員

佐
　
藤
　
真
一
郎

天
　
王
支
団
第
２
分
団

団
　
員

京
　
谷
　
　
　
誠

天
　
王
支
団
第
５
分
団

団
　
員

三
　
浦
　
明
　
彦

天
　
王
支
団
第
５
分
団

団
　
員

三
　
浦
　
金
　
則

天
　
王
支
団
第
５
分
団

団
　
員

谷
　
　
　
一
　
志

天
　
王
支
団
第
５
分
団

団
　
員

夏
　
井
　
栄
　
一

天
　
王
支
団
第
５
分
団

団
　
員

三
　
浦
　
勝
　
広

天
　
王
支
団
第
７
分
団

団
　
員

櫻
　
庭
　
健
　
一

天
　
王
支
団
第
７
分
団

団
　
員

木
　
元
　
直
　
人

天
　
王
支
団
第
８
分
団

団
　
員

目
　
黒
　
隆
　
孝

天
　
王
支
団
第
８
分
団

団
　
員

今
　
井
　
鉱
　
次

天
　
王
支
団
第
８
分
団

団
　
員

佐
々
木
　
宏
　
蔵

天
　
王
支
団
第
８
分
団

団
　
員

佐
　
藤
　
喜
　
秋

天
　
王
支
団
第
９
分
団

団
　
員

羽
　
深
　
　
　
稔

天
　
王
支
団
第
９
分
団

団
　
員

進
　
藤
　
　
　
龍

天
　
王
支
団
第
10
分
団

団
　
員

戸
　
田
　
堅
　
悦

天
　
王
支
団
第
11
分
団

団
　
員

菅
　
生
　
忠
　
良

昭
　
和
支
団
第
４
分
団

団
　
員

門
　
間
　
大
　
志

昭
　
和
支
団
第
５
分
団

団
　
員

高
　
橋
　
昌
　
幸

昭
　
和
支
団
第
８
分
団

団
　
員

佐
　
藤
　
一
　
志

昭
　
和
支
団
第
８
分
団

団
　
員

菅
　
原
　
善
　
彦

昭
　
和
支
団
第
８
分
団

団
　
員

菅
　
原
　
清
　
美

昭
　
和
支
団
第
９
分
団

団
　
員

川
　
上
　
朋
　
紀

昭
　
和
支
団
第
10
分
団

団
　
員

佐
々
木
　
友
　
明

昭
　
和
支
団
第
10
分
団

団
　
員

佐
々
木
　
　
　
真

昭
　
和
支
団
第
12
分
団

団
　
員

川
　
上
　
泰
　
法

■
男
鹿
地
区
防
火
委
員
会
長
表
彰

優
良
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
表
彰

追
分
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

■
潟
上
市
長
表
彰

感
謝
状
（
消
防
用
施
設
用
地
貸
与
）

藤
　
原
　
忠
　
紀
（
天
王
江
川
）

三
　
浦
　
善
　
美
（
天
王
大
崎
）

昨年12月26日、潟上市消防団の団旗と分団旗の伝達式

が、飯田川地区の八郎潟ハイツを会場に行われました。

式典は、石川市長をはじめ、赤平議長及び消防正副団

長、正副支団長、各分団幹部の約100人が参列し、潟上市

消防団旗と分団旗の入魂式を行いました。

その後、消防団旗は石川市長から鎌田団長へ、分団旗

は石川市長から各分団長にそれぞれ伝達されました。

伝達後、石川市長は「新たに身を引き締める思いであ

る。潟上市民の生命と財産を守るため一層努力していた

だきたい」とあいさつ。消防団一同、火災のない安全・

安心な地域づくりに向け、誓いを新たにしました。

�
石
川
市
長
か
ら
各
分
団
に

新
し
い
分
団
旗
が
手
渡
さ
れ
る

�
鎌
田
健
一
団
長
が
力
強
く
答
辞
を
述
べ
る

▲新しい団旗・分団旗が登壇。新春に防火・防災を祈願。

▲３支団30分団が勢ぞろい！
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ご協力
ありがとう
ございました

潟上市の人口は

県内で唯一の増加市町村！
35,800人

平成17年10月１日、全国一斉に行われました国勢調査の結果、
潟上市の人口は35,800人（男16,925人、女18,875人）、世帯
数は11,953世帯となりました。
潟上市は５年前の調査に比べ、人口は89人（0.2％）、世帯数

は676世帯（6.0％）増加しています。なお、潟上市は県内で唯
一人口が増加した市町村となりました。
潟上市の人口が増加した要因は、秋田市の近郊という通勤・

通学に便利な立地条件や県立大学開学後の学生の増加などが考
えられます。
また、秋田県の人口は1,145,471人、世帯数は393,039世帯

です。５年前の調査に比べ、人口は43,808人（－3.7％）減少、
世帯数は3,849世帯（1.0％）増加しています。
※今回の数値は、県の速報値後に集計した結果です。なお、国
の集計終了後に確定値を公表します。

地区別 世帯数
人　口

総数 男 女
世帯数 世帯数

人口

総数

平成17年 平成12年 平成12年との比較

天　王

昭　和

飯田川

潟上市

7,814

2,612

1,527

11,953

22,360

8,609

4,831

35,800

10,717

3,968

2,240

16,925

11,643

4,641

2,591

18,875

人　口

総数 男 女

7,156

2,595

1,526

11,277

21,687

8,997

5,027

35,711

10,385

4,149

2,357

16,891

11,302

4,848

2,670

18,820

658

17

1

676

673

－388

－196

89

平成17年国勢調査（速報）（平成17年10月1日実施）

平成18年２月21日任期満了となる潟上市議会議員一般選挙が、１月22日（日）に告示され、１月29日（日）

に投開票が行われます。

投票日の当日は、市内27ヵ所の各投票所で午前７時から午後８時まで投票が行われ、開票及び選挙会は天

王総合体育館を会場に行われます。（開票開始予定時刻午後９時）

あなたの貴重な一票を、棄権せずに必ず投票しましょう。

選挙に関する詳細は、同時配布の「選管だより」をご覧ください。
お問い合わせは…潟上市選挙管理委員会（�878－9807）



冬期間の水道管の管理について
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国民年金マスコット
ハッピーちゃん

年金受給者の皆さんへ
源泉徴収票が送付されます
老齢基礎年金や老齢厚生年金などは、所得税法上の

「雑所得」として取り扱われます。
社会保険庁では、これらの年金を受給している皆さ

んへ１月下旬に「公的年金等源泉徴収票」を送付しま
す。
この「公的年金等源泉徴収票」には、平成17年中に

支払われた年金額・源泉徴収税額・扶養親族等の内訳
などが記載されています。年金以外に所得のある方な
どは、確定申告の際に必要となりますので、大切に保
管してください。
なお、障害年金や遺族年金は、非課税のため源泉徴

収の対象とならないことから、源泉徴収票は送付され
ません。

保険料の納め忘れをなくしましょう！
〔口座振替のお勧め〕

保険料の納付は、すべての給付につながる大切なも
のです。納め忘れをなくすためにも、ぜひ金融機関で
の口座振替をお勧めします。

水道課から

冬期間は、水抜き栓を操作し、水道管の水抜きをし
てください。
ハンドルの開閉が不完全だった場合、水抜き栓から

漏水する場合がありますので、ハンドルの開閉はしっ
かりと止まるまで行ってください。

Ｑ．凍結したときの対処法は、どんな方法があ
りますか？

Ａ１．水道管やじゃ口にタオルを巻き付け、ゆっくり
時間をかけながらぬるま湯をかけます。このとき、
熱めの湯をかけると水道管が破裂したりヒビ割
れすることがありますので、慎重に行ってくだ
さい。

２．水道管やじゃ口にヘアドライヤーの温風を吹き
かけます。

３．ストーブを利用し部屋全体
を暖かくします。

Ｑ．凍結、漏水した場合の連
絡先は？

Ａ．潟上市の指定給水装置工事事
業者へ修理を依頼してくださ
い。

水道メーターの検針は隔月で行います
今年度より、天王地区の冬期間中の水道メーター検

針については、隔月に行います。（次回２月上旬）
各家庭におきましては、メーターボックスの雪よせ、

障害物等をよせるなど、検針にご協力くださるようお
願いします。昭和、飯田川地区においても、冬期間の
検針にご協力ください。
なお、検針できなかった場合については、推定料金

（前３ヵ月使用水量の平均）での請求となり、４月検針
時での精算となりますのでお知らせいたします。
今シーズンは、近年にない記録的な大雪のため、除

排雪でお忙しい時期ではありますが、ご理解とご協力
をお願いします。

秋田社会保険事務局年金課(�883－1670）

・電気、ガス、水道料金などと同じ

ように、指定された預貯金口座か

ら自動的に引落しされますので、

納め忘れがありません。

・毎月、納付のため金融機関窓口へ出かける手間

が省けます。お申し込みは、直接、ご利用の金

融機関でお願いします。

水道に関するお問い合わせは…潟上市水道課（�855－5123）

メリット



主　催�潟上市バスケットボール協会
と　き�２月12日（日） 開会式８時30分～
ところ�潟上市天王総合体育館
チーム編成�男子の部・女子の部
参加資格�市内在住の中学生以上もしくは、勤務している方

�男子の部は男女混合でも可能
参加費�１チーム2,000円（スポーツ保険代含む）
お申込み・お問い合わせ…2月3日（金）まで協会事務局

桜庭（携帯09066295229）
菅原（携帯09076650789）

主　催�集団フッ素洗口を考える会
と　き�１月29日（日）13時30分～16時
ところ�秋田市文化会館５階大会議室
内　容�フッ素・フッ素洗口の安全性等をめぐるシンポジウム
入　場�無　料（託児を利用する方のみ事前にお申込みください）
お問い合わせは…
秋田市教職員組合内　櫻田・嵯峨（�824－5211）
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高齢福祉課……………………… 855-5113

健康課…………………………… 855-5115

昭和庁舎総合窓口センター ………… 855-5110

産業課…………………………… 855-5120

建設課…………………………… 855-5118

都市整備課……………………… 855-5119

下水道課………………………… 855-5121

水道課…………………………… 855-5123

議会事務局……………………… 855-5124

農業委員会事務局……………… 855-5122

市役所の電話番号（市外局番018）�ご用の方は、担当課への直通電話をご利用ください。

潟上市役所天王庁舎
総務課 ………………………… 878-9801

税務課 ………………………… 878-9803

収納課…………………………… 878-9804

総合政策課……………………… 878-9802

財政課…………………………… 878-9805

天王庁舎総合窓口センター ………… 878-9806

会計課…………………………… 878-9808
潟上市役所昭和庁舎
社会福祉課……………………… 855-5112

潟上市役所飯田川庁舎

市民課…………………………… 877-7801

生活環境課……………………… 877-7802

飯田川庁舎総合窓口センター ………… 877-7800

総務学事課……………………… 877-7803

幼児教育課……………………… 877-7804

生涯学習課……………………… 877-7805

スポーツ振興課 ………………… 877-7806

国体事務局……………………… 877-7807

潟上市役所追分出張所 …………�873-5672

ブルーメッセあきた「世界の蘭フェア２００６」を開催
と　き�１月19日（木）～22日（日）
ところ�ブルーメッセあきた
内　容��県内の蘭愛好家の作品２００点を展示

�洋蘭５００点を使った巨大なオブジェを作成
�県内外の蘭業者による蘭販売　

毎年恒例のＮＨＫ趣味の園芸でおなじみの江尻光一先生に
よる講習会を開催します。ぜひご参加ください。

�講習会日程�
１月19日（木）13時30分～　仙台蘭業者
20日（金）13時30分～　仙台蘭業者
21日（土）10時30分～　江尻光一先生

13時30分～　江尻光一先生
22日（日）10時30分～　江尻光一先生

13時30分～　江尻光一先生
※講習会終了後サイン会を開催します。
最終日は16時にて閉店します。

お問い合わせは…ブルーメッセあきた（�855－5041）

と　き�第１回１月24日（火）、第２回２月21日（火）、
第３回３月７日（火）各回とも15時～16時30分

ところ�秋田地域振興局福祉環境部（秋田中央保健所）
対　象�うつ病及びうつ状態の方の家族
内　容�家族同士の話し合い、うつ病に関する学習会等
お申込み・お問い合わせは…事前に申込みが必要です。（参加
費無料）秋田地域振興局福祉環境部・児童障害者班（�855－
5171）〒018－1402 潟上市昭和乱橋字古開172-1

県育英会では、平成18年度「東京寮」「ビューリー千秋」
の入寮生を募集します。
募集人員�「東京寮」（東京都世田谷区北沢1丁目41‐22）

男子30人程度（第１次・第２次）
「ビューリー千秋」
（神奈川県川崎市中原区宮内4丁目31‐5）
女子30人程度（第１次、第２次）

入寮期間�本人の在学する正規の短期修業年限
応募資格�第１次募集…秋田県出身者で、申請時点で当学

生寮から通学できる範囲の大学・短大・専修学
校（専門課程）に合格が決定しており、４月か
ら第1学年に入学する方。
第２次募集…秋田県出身者で、申請時点で当学
生寮から通学できる範囲の大学等に合格した方
及び現在受験中または結果未発表で、合格の場
合は入学する方。

受付期間�第１次募集 １月23日（月）～２月３日（金）
第２次募集 ２月13日（月）～２月24日（金）

募集締切りは、郵送・持参とも最終日必着となります。応
募資格・提出書類・注意事項等の詳細については、下記まで
ご連絡ください。
お問い合わせは…（財）秋田県育英会（�860－3552）
秋田市山王4丁目1－2（秋田地方総合庁舎6階）

秋田中央保健所「うつ家族教室」を開催

県育英会「東京寮」「ビューリー千秋」入寮生募集

「潟上市バスケットボール大会」参加チーム募集

「集団フッ素洗口を考える公開討論会」に参加しませんか

松下電器産業製
「FF式石油暖房機」をご確認ください
昨年、松下電器産業製のFF式石油暖房機（昭和60年～

平成4年製品）の不具合による一酸化炭素中毒事故が発生
しています。
当該製品を未点検のままご使用になると、一酸化炭素を

含む排気ガスが室内に漏れ出し、場合によっては死亡事故
に至る恐れがあります。各ご家庭でお使いの石油暖房機器
をいま一度ご確認ください。
＜対象製品（品番）一覧＞

OK－2525
OK－2526
OK－2535
OK－2536
OK－3525
OK－3526
OK－3527
OK－3535
OK－3536
OK－3537
OK－4020
OK－4030
OK－2526HA
OK－3527HA
OK－4020HA

OK－302B
OK－303B
OK－402B
OK－403B

OK－R500F
OK－R501F
OK－V501F
OK－U501AF
OK－R800C
OK－R800AC

ＦＦ式石油温風機製品名

品　番

製造年月 1985～1991年製1991～1992年製 1989～1991年製

石油フラットラジアントヒーター

お問い合わせは…松下電器産業
（�0120－872－773）

24時間受付



�年金所得のみの方の申告説明会�
年金所得のみで他の所得を有しない方を対象とした「確定

申告説明会」を開催します。
と　　き�２月７日（火）
説明時間�10時～12時、13時30分～15時30分
と こ ろ�ポートタワーセリオン２階シアターホール（秋田市）
持参書類�・税務署から送付された確定申告書類一式

・公的年金の源泉徴収票
・国民健康保険、介護保険料など支払った金額の
わかる書類
・生命保険料控除証明書、損害保険料控除証明書
・その他の所得控除がある方はその金額を計算で
きる書類
・印鑑、筆記用具、計算用具
・申告される方名義の金融機関名・口座番号のわ
かる書類

お問い合わせは…
秋田北税務署個人課税部門（�845－1753）

�住宅借入金等特別控除説明会�
平成17年中に住宅を新築・購入・増改築などをされた方を

対象に「住宅借入金等特別控除説明会」を行います。
と　　き�２月１日（水）、２月２日（木）
説明時間�10時～11時30分、14時30分～16時
と こ ろ�ポートタワーセリオン２階シアターホール（秋田市）
お問い合わせは…
秋田北税務署個人課税部門（�845－1753）
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情報
ホームページ http://www.city.katagami.akita.jp/
E-メール　　info＠city.katagami.akita.jp
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informationinformation

安心・安全まちづくりフォーラム
～学校と地域で守ろう！子どもたち～

「身近な危険から子どもたちを守る」と題した子ど
もの危険回避研究所理事長横矢真理氏による基調講
演及び、学校関係者、保護者、自主防犯活動実践者
等を交えたパネルディスカッションを行います。参
加費は無料です。
と　き�１月22日（日）13時～16時
ところ�秋田市文化会館小ホール（託児室あり）
お問い合わせは…県民文化政策課安全・安心まちづ
くりチーム（�860－1522・1523）

各種スポーツ教室を開催！

『ソフトテニス教室』
と　き�1月31日、2月7日・14日・21日・28日

（毎回火曜日）計５回
19時～21時（開催期間中の途中参加も可能）

ところ�潟上市天王総合体育館
講　師�潟上市ソフトテニス協会副会長　畠山美智子氏
費　用�無　料
お申込み�1月24日（火）まで

潟上市天王総合体育館（�878－3232）

『バドミントン教室』
と　き�１月27日、２月３日・10日・17日・24日

（毎回金曜日）計５回
19時～21時（開催期間中の途中参加も可能）

ところ�潟上市天王総合体育館
講　師�県レディースバドミントン連盟理事長　野水登紀氏
費　用�無　料
お申込み�1月23日（月）まで

潟上市天王総合体育館（�878－3232）

『スポーツ吹矢教室』
と　き�１月27日、２月３日・10日・17日・24日

（毎回金曜日）計５回
９時30分～11時30分（開催期間中の途中参加も可能）

ところ�潟上市昭和体育館
講　師�日本スポーツ吹矢協会公認指導員　鎌田　稔氏
費　用�マウスピース代110円（1回の購入で何回でも使用可）
お申込み�1月25日（水）まで

潟上市教育委員会スポーツ振興課（�877－7806）

『正しい歩行教室～健康は足もとから～』
と　き�１月21日（土）、２月４日（土）計２回

９時30分～10時30分（開催期間中の途中参加も可能）
ところ�潟上市昭和体育館
講　師�歩行改善士　横山京子氏
費　用�無　料
お申込み�1月19日（木）まで

潟上市教育委員会スポーツ振興課（�877－7806）

平成17年度
国民健康保険税第7期の

納期限は
1月31日（火）です

忘れずに最寄りの庁舎または金融機関で納付しまし

ょう。

災害、病気、失業等により納期限までに納税が困難

な場合は、収納課までご相談ください。

お問い合わせは…潟上市収納課（�878－9804）



2006年元旦（平成18年）、市が主催する「2006年初日の出を望む」

が、天王グリーンランド内の天王スカイタワーで行われました。

元旦の早朝６時30分頃には、市内の家族や友人など市民約40人が

来場し、展望室で石川市長と一緒に日の入りを心待ちにしました。

当日の天候は曇とあって、日の入り予定時刻の午前７時を過ぎても

初日の出が昇りませんでしたが、待つこと約40分。出羽の山並みが広

がる雲の隙間から、まばゆい陽光が地上に降り注ぐと、待ちわびた市

民が手を合わせて参拝し、輝かしい新年に夢と希望を祈願しました。
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古紙配合率100％再生
紙を使用しています。

一
月
二
日
、
潟
上
市
書
初
め
大
会
が

潟
上
市
昭
和
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
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こ
の
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こ
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▲完成した作品の数々（条幅の部）

�
心
を
静
め
て
書
初
め
に

挑
戦
す
る
小
学
生
（
半
紙
の
部
）

▲石川市長を囲んで市民多数が新年を祝い合う

▲2006年初日の出と共に、新しい一年が始まる


